
の取扱いによって進路が選別されて進路を構成するもので，そ

の選別にあたって進路選別回路を左行主rr転と ， 右行巡転とに区

別して考えられている。すなわちその取扱傑作については現在

行われている進路選別式とまったく同様であるが，その進路選

}}IJ回路のr;r，成が具なるところが特長である。(阿部正)

えのしまかまくらかんこう 江ノ島鎌倉観光 (鉄道)

1 事業者の紙要

名称 江ノ島鎌倉観光株式会社， 本社神奈川県藤沢市片務i.

資本金 6.000 万円 ， おもな事業 地方鉄道業のほか一般乗合旅

客自動車迎送事業 255 km. 一紋貸切旅客自動車速送事業， 食

堂，遊園地ならびに物品販売業。鉄道従業員 255 人， 保有車両

~U動答111 1 8 . 11.i llilJ 1'í:車 1 雨。

沿革 明治 31 ・ 12 藤沢・鎌倉聞の軌道敷設特許を受け，同 33 ・

11 資本金 20 万円の江ノ島電気鉄道株式会社を設立し，同 35 ・ 9

i岱業開始した。 IYJ治 44 ・ 10 横浜電気株式会社に合併，さらに大

正 10 年東京'FIUl に合併された。大IE 1 5 ・ 7 資本金 100 万円の江

ノ島低気鉄道株式会社を設立，昭和J 3 ・ 7 東京抱灯江ノ島鉄道線

をゆずり受け開業した。昭和 19 ・ 11 軌道を地方鉄道に変更する

とともに向 24 ・ 8 現在の社名に変更した。

2 地方鉄JU線

神奈川県下において東海道本線総沢駅および償須賀線鎌会駅

に足If絡し，藤沢から鎌倉に至る延長 10. 1 km の単線， 動力は電

気， 軌問は1.067 m で旅客 ・貨物述紛の鉄道である。明治 31 ・

1 2 ・ 20 軌道として特許(昭和 19 ・ 11 ・ 18 軌道を地方鉄道に変更i許

可)を受け， 同 35 ・ 9 ・ 1 藤沢 ・ 江ノ島聞を運輸開始し，その後逐

次七箆ケ浜， 駆楽寺， 和国塚， 鎌倉に延長， 同 43 ・ 10 ・ 30 全通

した。

3 沿線の観光地

円l'í:寺 . m長寺(北鎌倉駅l. 偽ケ問八幡宮. ~~~j~i!Jの墓，鎌倉

'lIj; (鎌倉駅l. 長谷観音， 大仏(長谷駅l . 江ノ島(江ノ島駅)。

4 巡輸概況

~子\主 昭和 28 29 30 

旅客紛送人民(千人) 10.746 10,4 18 10.345 

人 キ ロ(千) 42.871 37.921 36.077 

旅客収入(千円) 88.198 95.910 91,671 
巡輸雑収(，，) 192 155 291 

収入合計い) 88.390 96.065 91,962 

'b1 <ii 'I'i (,,) 80,431 86,880 89,125 
営業手IJ 益(，，) 7,959 9,185 2,837 

s 君主係数(出) 91 90 94 

(志村幹雄)

エフオーピー f. O. B . 外国貿易上の取引条件の 1 つで. free 

on board の時話。 L本紛渡し条件lL輸出港船渡し条件1 など

とも呼ばれ， 船積港における船舶甲板上を取引貨物の引vJt場所

とする商品のうëJ:.'iをいう。この売只においては商品を引波場所

たる船舶に積込むまでの費用を売主が負担し，それを商品の原

価に加えて代金が定められるから， これによる価絡は F.O. B .

値段または木船来値段などともいわれる。この売買の売主は一

定期間内に只主の指定した船舶に商品を船敏することをJtl!し，

この船積によ っ て商品の所有権と危険とは民主に移転する。費

用の負担も船般の時を標準として定められ，荷造lJIl. . 船fj( lJIl.な

どは売主が支払い，海上運賃その他船積後のlJIl.mは買主が負担

する。アメ リカでは単に F.O. B. と いう場合には，内陸の地点

における貨車波しなどを意味し， 本船渡し売只を指す場合に

は. F. O. B. vessel なる用語が使用される。(山口 亮)

えべっせん

ヱフがたしんごうき F 型信号後 大正 2 年呉服橋 . EfII1IJ附l

に誌HiîHされた l主I lliIJ IJI;1そ く信号後であって ， 米国 HSS (ホーノレ

スイッチア γ ドシグナル)会社製である。一名ホール信号俊 と

もいう。下肉 2 {.立腕木式で同

一柱に 2 個の腕木をI反付け，

3 位式に働かせたものもある

交流反媛(はんばっ)電動磁を

用い，地上型で繊併とともに

柱ベースの下にl反付けた昔器具

箱内に収容され， 従軍h織の回

転を備事で滅速し歯車に取付

けたロ ーラにより信号かんを

上列させ信号腕を降下させ

る。腕木が下降 45。になれば

ラ ッチがク ラッチの爪に与|か

かりその位置を保持する。ク

ラ ッチマグ平ッ トが磁力を失

うと ，ラ ッチにかかる重みの

ためクラ ッチ リ バ ーは押され

て引織ははずれ， 信号かんは F 型信号磁椛

下降し腕木は水平位置に復する。その際の術般を緩和するため

かんの下部に緩衝装位がある。

大正 10 年上向 3 位腕木式自動信号機が採用されるまでは山

手 ・中央線に使用されていたが憾将軍が複雑で故障も多いのでだ

んだん姿を消し， その後はとれを改造 しi直流用として途方信号

践を動力で動かす場合など.A型電気信号繊の代m として一部

使用されたが現夜は使っていない。(西沢毅)

えべっせん 江別線 函館本線の江別駅を起点とし里子幌 ・ 厚別

を経て，国鉄自動車長広線の釣橋駅を終点とする江別本線と，

途中の野幌から長広線の共栄駅までの共栄線と からなる国鉄自

動車路線で，これを所管する札幌自動車営業所を札幌市北三条

に設置している。

l 区間 ・ キロ程および沿革

江7JIJ本線

江別 ・ 釣矯 12km 1ll:l 23 ・ 11 ・ 3 開業

新野幌 ・ 旭町 4 昭 32 ・ 3 ・ 10

共栄線

共栄・植民社 8 Ul:l 23 ・ 11 ・ 3

他民社 ・ 野悦 3 1ll:l 2 (ì・ 5 ・ 11

2 営業範聞 旅客および手小荷物の運輸営業を行っている。

3 接続駅江別， 野幌， 厚別。
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